
1-1

最低時限 押印番号

15時限 1-2

1-3

1-5

1-7

6時限目 1-10

8時限目

9時限目

15時限目

50問の正誤式問題で、45問以上正解で合格です。
（効果測定時間　30分）
仮免前学科効果測定が合格していないと、技能教習 ”項目23
みきわめ” を受けることができません。

14時限目

路上教習のスタートです

12時限目

13時限目

23.　みきわめ

適性試験

修了検定合格者のみ受験することができます。50問の正誤式問題
で、45問以上正解で合格です。（試験時間　30分）

仮免学科試験

修了検定合格者は、当日に仮免学科試験を受験します。
修了検定不合格者は、1時限以上の補修教習を受けた後、後日再
受検します。

修了検定

第二段階へ

仮免許証交付後、第二段階の教習（路上教習）を受けることがきま
す。

仮免許証交付

2時限目

3時限目

4時限目

5時限目

7時限目

11時限目

10時限目
（AT車）

入校受付

06.　時機をとらえた発進と加速

07.　目標に合わせた停止

1時限目

先行学科を終了した人は、技能教習、残りの学科教習に進むこと
がで来ます。

01.　運転者の心得

先行学科

運転適性検査

入校式

03.　発進と停止

05.　走行位置と進路

05.　走行位置と進路

技　能　教　習　（第　一　段　階）

項目番号　/　教　　習　　内　　容

01.　車の乗り降りと運転姿勢

02.　自動車の機構と運転装置の取扱い

01.　車の乗り降りと運転姿勢

02.　自動車の機構と運転装置の取扱い

03.　発進と停止

04.　速度の調節

06.　時機をとらえた発進と加速

13.　障害物への対応

14.　標識・標示に従った走行

08.　カーブや曲がり角の通行

09.　坂道の通行

10.　後退

11.　狭路の通行（クランク）

21.　オートマチック車の運転

22.　オートマチック車の急加速と急発進時の措置

項目11が終了後、次回の予約をAT車で取る（変更する）。

学　科　教　習　（第　一　段　階）

19.　見通しの悪い交差点の通行

18.　交差点の通行（右折）

19.　見通しの悪い交差点の通行

15.　信号に従った走行

16.　交差点の通行（直進）

17.　交差点の通行（左折）

18.　交差点の通行（右折）

11.　狭路の通行（S字）

12.　通行位置の選択と進路変更

1-4

1-6

1-8

1-9

項目番号　/　教　　習　　内　　容

02. 信号に従うこと

03.　標識・標示に従うこと

04.　車の通行するところ

09.　安全確認と合図、警音器の使用

10.　進路変更等

　　　車が通行してはいけないところ

06.　交差点等の通行、踏切

05.　緊急自動車等の優先

07.　安全な速度と車間距離

押印番号 1-2 から 1-10 までは受講する順番は決まっていませ
ん。　　時間割を参考に計画的に受講してください。

教習の流れ　ＭＴ車　2-①

20.　踏切の通過

仮免前学科効果測定

11.　追い越し

12.　行き違い

13.　運転免許制度、交通反則通告制度

免許が取れるまで（入校から第一段階）

17.　オートマチック車の運転

08.　歩行者の保護等



2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

2-6

2-7

2-8

2-9

2-10

2-11

2-12

2-13

7時限目

8時限目 2-14

2-15

2-16

11時限目

12時限目

学科2-1

13時限目

14時限目

15時限目

16時限目

18時限目

19時限目

項目番号　/　教　　習　　内　　容

02.　応急救護処置Ⅰ

03.　応急救護処置Ⅱ

14.　交通事故のとき

04.　死角と運転

05.　適性検査結果に基づく行動分析

09.　特徴的な事故と事故の悲惨さ

10.　自動車の保守管理

15.　自動車の所有者等の心得と保険制度

13.　けん引

免許センターにて適性試験

11.　駐車と停車

12.　乗車と積載

免許センターにて学科試験

95問の正誤式問題で、90点以上正解で合格です。
（試験時間　50分）

卒検前学科効果測定が合格していないと、技能教習 ”項目16
みきわめ” を受けることができません。

17時限目
（AT車）

14.　高速道路での運転

運転免許証交付

学科試験合格者は、合格発表の後、即日 運転免許証が交付され
ます。

卒業検定

卒業検定合格者は、当日の卒業式に参加。
卒業検定不合格者は、1時限以上の補修教習を受けた後、後日再
受検　します。

卒業式

免許センターでの学科試験受験の為の必要書類の配布と、受験に
当たっての注意事項の説明があります。

技能教習 ”項目14.高速道路での運転” は、学科教習 ”2-16　項目
17. 高速道路での運転” が終了していないと、予約を入れる ことが
できません。

複数教習（2時間連続）

12.　自主経路設計

複数教習（2時間連続）

12.　自主経路設計①、②

16.　みきわめ
95問の正誤式問題で、90点以上正解で合格です。
（効果測定時間　50分）
卒検前学科効果測定が合格していないと、技能教習
”項目16 みきわめ” を受けることができません。

10時限目
10.　方向変換、縦列駐車

11.　急ブレーキ

技能教習”項目12.自主経路設計”は、学科教習 ” 2-15　項目16.
経路の設計” が終了していないと、予約を入れることができませ
ん。

項目10、11が終了後、受付に申し出てから持っている予約をキャン
セルした後、セット教習、複数教習、高速教習の予約してください。

13.　危険を予測した運転

01.　危険予測ディスカッション（セット教習）

セット教習
（3時間連続）

技能教習 項目13 （2時限）と学科教習 ”2-1　項目01. 危険予測
ディスカッション” の3時間連続のセット教習になります。

09.　駐・停車

15.　特別項目

6時限目
07.　歩行者等の保護

08.　道路及び交通の状況に合わせた運転

9時限目
10.　方向変換、縦列駐車

11.　急ブレーキ

12.　自主経路設計③

5時限目
06.　交差点の通行

07.　歩行者等の保護

08.　道路及び交通の状況に合わせた運転

3時限目
03.　適切な通行位置

04.　進路変更

4時限目

04.　進路変更

05.　信号、標識・標示等に従った運転

06.　交差点の通行

2時限目

01.　路上運転に当たっての注意と

      路上運転前の準備

02.　交通の流れに合わせた走行

03.　適切な通行位置

1時限目
（AT車）

01.　路上運転に当たっての注意と

      路上運転前の準備

02.　交通の流れに合わせた走行

03.　適切な通行位置

最低時限
19時限

項目番号　/　教　　習　　内　　容

教習の流れ　ＭＴ車　2-②

免許が取れるまで（第二段階）

技　能　教　習　（第　二　段　階） 学　科　教　習　（第　二　段　階）

押印番号

16.　経路設計

17.　高速道路での運転

卒検前学科効果測定

01.　危険予測ディスカッション（セット教習）

押印番号2-1は、技能教習”項目13.危険を予測した運転”と3時
間連続のセット教習になります。

押印番号 2-2 から 2-16 までは受講する順番は決まっていませ
ん。　　時間割を参考に計画的に受講してください。

押印番号 2-2 から  2-4 は仮免学科試験合格後予約してくださ
い。

06.　人間の能力と運転

07.　車に働く自然の力と運転

08.　悪条件下での運転


